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６
月
議
会
定
例
会

　

６
月
17
日
か
ら
21
日
を
会
期
に
、
町
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
９

議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
事
項
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計　

７
億
２
、４
４
９
万
９
千
円
を
増
額

　

歳
入
、
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
２
、４
４
９
万
９
千
円
を

増
額
し
、
80
億
６
、７
６
０
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
】

・
国
庫
補
助
金

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
補
助
金

 

１
、０
１
７
万
５
千
円
の
増
額

・
県
補
助
金

　

企
業
的
園
芸
確
立
事
業
補
助
金

 

１
億
５
、１
０
０
万
円
の
増
額

　

核
燃
料
税
交
付
金 

１
億
２
、０
０
０
万
円
の
増
額

【
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
】

・
企
業
的
園
芸
確
立
事
業
補
助
金 

２
億
１
０
０
万
円
の
増
額

・
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
補
助
金

 

４
、５
３
０
万
円
の
増
額

・
空
き
工
場
等
活
用
助
成
事
業
補
助
金

 

４
、６
９
７
万
２
千
円
を
増
額

・
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

 

１
、７
１
７
万
１
千
円
の
増
額

・
林
道
開
設
及
び
改
良
工
事

 

３
、８
５
５
万
５
千
円
の
増
額

■
特
別
会
計　

１
億
９
８
９
万
８
千
円
の
増
額

　

特
別
会
計
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
特
別
会
計
な
ど
７
特
別

会
計
で
予
算
の
補
正
を
行
い
、
補
正
後
の
11
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
39
億
７
、０
２
７
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
企
業
会
計　

２
６
５
万
５
千
円
を
減
額

　

水
道
事
業
会
計
は
、
２
６
５
万
５
千
円
を
減
額
し
、

５
億
５
、８
９
５
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
職
員
の

人
件
費
な
ど
の
補
正
で
す
。

●
報
告

　

専
決
処
分
事
項
、
平
成
24
年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
、
平
成
24
年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
】

○
平
谷
弘
子 

議
員

・ 

本
町
に
於
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
○
山
本　

優 

議
員

・
町
の
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て

・
子
宝
率
の
向
上
対
策
に
つ
い
て

・
町
・
公
社
な
ど
の
行
政
関
係
者
の
雇
用
形
態
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
予
算
総
額

１
２
５
億
９
、６
８
３
万
１
千
円

会計名 補正前の額 補正額 計

国民健康保険 1,209,229 568 1,209,797

国民健康保険
今庄診療所

221,404 24,016 245,420

河野診療所 108,084 15,378 123,462

農業集落排水 382,058 262 382,320

老人保健施設 161,071 4,302 165,373

介 護 保 険 1,253,319 △951 1,252,368

ケーブルテレビ 117,655 66,323 183,978

（単位：千円）

議
会
と
語
る
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
議
会
独
自
の
視
点
か
ら

町
民
の
皆
さ
ま
に
報
告
し
、
ま
た
町
民
と
議
会
が
意

見
を
語
る
場
と
し
て
６
月
３
日
（
月
）
の
南
条
地
区
公

民
館
を
皮
切
り
に
、７
日
（
金
）
に
河
野
総
合
事
務
所
、

11
日
（
火
）
に
は
今

庄
総
合
事
務
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
見
直

し
・
未
使
用
施
設
の

あ
り
方
、
危
険
空
き

家
対
策
、
過
疎
対
策

な
ど
を
テ
ー
マ
に
語

り
合
わ
れ
、
町
政
に

対
す
る
意
見
や
議
会

に
対
す
る
質
問
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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６月補正予算 の 主 な 事 業６月 補 正 予 算 の 主 な 事 業

人と文化を育むまちづくり関係

▪福井の伝統的民家普及促進事業……………… 8,122 千円

▪今庄宿観光まちなみ推進事業………………… 8,293 千円

▪ホノケ街道山海里融合プロジェクト事業…… 1,767 千円

活き活きと働けるまちづくり関係

▪企業的園芸確立支援事業…………………… 201,000 千円

▪空き工場等活用助成事業………………………46,972 千円

▪産地水産業強化支援事業………………………45,300 千円

▪山海里集落支援事業……………………………14,000 千円

住民主体のまちづくり関係

▪防災資機材整備事業……………………………… 800千円

▪地域おこし協力隊活動事業…………………… 6,396 千円

福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業
で

整
備
さ
れ
た
蔵（
平
成
24
年
度
実
施
）

安全安心して暮らせるまちづくり関係

▪防災行政無線中継局電力受電工事負担金……10,000 千円

▪ ケーブルテレビ自主放送設備完全デジタル

　ハイビジョン化事業……………………………51,971 千円

▪南条勤労者体育センター耐震診断業務……… 1,372 千円

▪南条地区公民館耐震診断業務………………… 1,893 千円

▪今庄地区スクールバス購入事業……………… 3,697 千円

▪空き家等解体及び撤去事業……………………… 500千円

住民に優しいまちづくり関係

▪町営住宅建設事業………………………………76,693 千円

▪今庄保健センター（今庄診療所）屋上防水改修事業

　　…………………………………………………29,312 千円

▪河野診療所内視鏡システム整備事業…………15,378 千円

▪ほのぼの苑電話・ナースコール設備改修事業

　　…………………………………………………10,395 千円

▪今庄老人保健施設介護用トイレ改修事業…… 3,822 千円

▪ JR湯尾駅便所改修事業 ……………………… 1,158 千円

　事業の優先度、緊急度、集落要望等を踏まえ早急に取り
組むべき課題について予算に盛り込み、住民福祉の向上と
地域経済の活力創出を図ることとしました。ここでは、６
月補正予算の主な事業を紹介します。

　６月補正予算は、「骨格予算」（※１）として編成されてい
た当初予算に、政策的経費や新規事業等を盛り込んだ「肉付
予算」（※２）とし、地域活性化と生活対策を講じるための
予算を編成しました。　　　　　　　　　　　　　　　 ➡

（※２）肉付予算… 骨格予算を編成しなければならなかった事由が解
消された後、政策的経費や新規事業等を加える予
算を「肉付予算」といいます。

（※１）骨格予算… 町長の選挙時期等の関係から政策的な判断ができ
にくいなどの事由がある場合、政策的経費等の予
算計上を避け、人件費等必要最小限度の予算を編
成します。これを慣用的に「骨格予算」といいます。

空
き
工
場
へ
の
企
業
誘
致
予
定
箇
所

【
企
業
的
園
芸
確
立
支
援
事
業
】

子
ど
も
た
ち
の
漁
業
体
験

【
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
関
連
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
地
域
活
動
へ

参
加
し
各
種
提
案

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
番
組
を

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化

町
営
住
宅
の
建
設
予
定
地

耐
震
診
断
を
行
う

南
条
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

河
野
診
療
所
の

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
替
え


